
 

 

 

 

 

  

あっという間の夏休みでしたが、少しはゆっくりと過

ごすことができましたか？ 

夏休みは終わりましたが、まだまだ暑い日は続きま

す。朝遅くまでのんびりと寝ていた人にとっては、休み

前の生活リズムに戻すのは少々大変かもしれませんが

しっかり生活のペースを立て直し、体調を整えていきま

しょう。 

 

 

 

 

 

雷の危険を感じたら、まず安全な建物や乗り物の内部に避難しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

２０２５．８．２６ 

江別高校 保健室 

から身を守ろう 

① 鉄筋コンクリート製の建物の内部 

② 本格的な木造建築物の内部 

③ 自動車や電車など乗り物の内部 

安全な場所への避難が困難な場合。 

避難がどうしても困難な場合は、耳をふさぎ、足

を閉じてしゃがみましょう。 

高い場所からは移動し、木の付近は避け、低い姿

勢を保つとともに、左図の姿勢をとることで直撃を

回避し、付近に落雷した場合の人体への影響を最

小限に抑えることができます。 

物を高く掲げることや、木のそば、木造建築物の軒下はとても危険です。 

 
や 

  
  

 同じ高さの物体があれば、木も鉄塔も素材によ

らず落雷を引き寄せる効果は同じです。しかし鉄

塔と違い、木は本来電流を通しにくいため、そばに

人がいた場合、より電気を通しやすい人への側撃

が非常に起こりやすくなります。 
枝や葉からも側

撃は起きる！ 

木や建物に落ちた雷から側撃を受けた場合、直撃を受けたのと同等の電流を体に受けることになり

ます。落雷時には、まず木の付近から速やかに離れましょう。     出展：“フランクリン・ジャパン「雷ぶらり」 

私たちにとって身近な現象である

「雷」は、発達した積乱雲によりもたらさ

れます。積乱雲は、夏によく見られるモコ

モコしとした背の高い雲です。 

 



 

生活習慣を

整えて、学校生

活を元気に過

ごしましょう。 


